



















子どもた ちは，既有経験が異なった り，算数に対する興味関心に差があっ たりする 。
算数科学習では， そのような子どもたちがともに学習を進めていくことで，様々な考









































































































ゆいと おかあ さんが・・ • いっしょに勉強したときに
反対に出会って・・・ 反対をみつけ るんすごい
ことやでって教えてくれた。




えを深め られたこの場面か ら，学びをデザインしていく子ど もの姿が見 られた。
パズルを取り入れた計算に初めて触れた子どもたちは，休み時間や放課後に楽しみなが
ら計算する姿も見られた。ほんの少し算数の楽しさ に触れ られたようだ。
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3. 研究の展望
子ども一人一人が自分なりに思考できるように，下記に重点をお
き研究を進めてい
く。
①算数的活動を重視した学習教材の工夫
学習指導要領にもある通り，算数的活動とは子どもが主体的に取
り組む算数にかか
わりのある様々な活動である。 この算数的活動を大切にして授業づ
くりを行っていく
ことは言うまでもない。その上で，どのような算数的活動を行うこ
とで子どものどの
ような考えを引き出すことができるのかという視点で，学習教材の
開発 ・エ夫に取り
組んでいく 。
②課題提示の工夫
同じ課題であっても提示の方法によって子どもの反応は大きく変わ
る。また，既有
経験の少なさや既習事項の未定着により課題とうまくかかわれない
子どももいる。そ
れらの場合，提示方法を工夫することで確実に子どもと課題をつな
いでいくことが考
えられる。具体的には，課題をゆっくり提示したり部分的に提示し
たりすることで先
を予想したり条件不備を補おうとしたりする子どもを引き出すこと
ができる。また，
比較対象となる 2つを瞬間的に提示することで，感覚的な子どもの
意見を引き出すこ
と等も考えられる。課題提示の工夫については， ICT機器の活用が考
えられる。教材
や子どもの実態等を考えながら ICT機器による課題提示も行っていく
。
③互いのコミュニケーションカを高める工夫
子どもが思考したものを用いて課題解決していくためには，表現
する力が必要不可
欠である。 とりわけ，相手を意識するコミュニケーションカがな
いと，考えを交流さ
せながら学習を進めることはできない。そこで，子どもが互いに
表現し合うためのコ
ミュニケーションカを育成していく 。具体的な方法は以下の通りで
ある。
• ある子どもの考えを取り上げた際，その考えをどう解釈したかを話し合う 。
• ある子どもの考えを途中まで聞き，続きを説明する。
• ある子どもが言葉で表現したことを，式に表したり図に表したりする。
（言葉，数，式，図，表，グラフの連関）
これらの活動を通して互いにコミュニケーションカを高めていくこ
とが， 一人一人
の算数的表現力を育成していくことにもつながり，思考力を裔めて
いくことにもなる
と考えている。
4. 研究の評価
今年度の算数科教科提案である「子どもの思考が創る算数授業～
互いの考えを豊かに表
現し合いながら～」をテーマとし，上述した方法によりめざす子ど
も像に迫った。そのた
めの検証材料である授業の感想， 自分の考えを書き表しているノ
ート，授業での様子やっ
ぶやきや表情等を大切にし，研究の評価として成果や課題を見出し
た。
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